
サルモネス・アンタルティカ
社（日本水産グループ）

チリ国

日本企業

・食堂建設費の一部を負担。

・食堂建設予定地の提供（食
堂の維持管理も適切に実施）

ＯＤＡ

（官民連携草の根無償資金協力）

※ 供与限度額：103,839米ドル

サンタ・テレサ・デ・ロス・
アンデス校

援助対象

・食堂の新規増設 （チリ政府が実 社（日本水産グループ）

・ 同校は、約１５年前に日本水産グループに所属するサルモネス・アンタルティカ社及び地元水産企業２
社の支援により設立。

・ 学校に食堂がないため、チリ政府が実施する給食サービスを提供することができない。指定された食堂
で食事をとるためには一旦帰宅する必要があり、授業カリキュラムに支障をきたす。

・ 社会的弱者指数の高い生徒の多くは貧困家庭出身であり、十分な食事を取ることが難しい。

【背景】

サンタ・テレサ・デ・ロス・
アンデス教育財団

被供与団体

社会的弱者指数が高い生徒１２０人に、栄養のある食事を提供。
共働きの家庭などの昼食にかかる負担を軽減。

・食堂の新規増設 （チリ政府が実
施する給食プログラムを提供できる
環境を整えるため）

同社の地域社会との関係強化。

【効果】


